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階書惜肛、食貨志に、「嶺南の酋領は生口、蒻翠、明珠、犀角、象牙の財に富んでいることによって、中央からはなれ
た
こ
の
辺
鄙
の
地
で
大
き
な
勢
力
を
振
っ
て
い
る
者
で
あ
る
。
陦
朝
で
は
彼
等
を
そ
の
地
の
官
職
に
つ
け
て
、
そ
の
利
を
収
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
宋
、
斉
、
梁
、
陳
の
南
朝
諸
王
朝
で
も
ず
っ
と
行
っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
蒻
翠
、
明
珠
、
犀
角
等
が
南
海
諸
国
よ
り
府
ら
さ
れ
、
漢
人
に
最
も
珍
重
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
秦
漢
以
来
、
嶺
南
の
地
、
特
に
広
州
の
港
で
そ
れ
ら
の
珍
貨
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
た
申
す
ま
で
し
な
い
事
実
で
あ
る
。
一
体
、
唐
代
に
な
る
と
広
州
を
中
心
と
し
て
南
海
貿
易
は
著
し
く
発
展
す
る
が
、
そ
の
頃
で
も
嶺
南
一
帯
の
地
域
は
ま
だ
随
調
の
地
、
あ
る
いは蛮夷の区として考えられ、各地には蛮酋あるいは首領、酋帥、狸帥等と呼ばれる者がその一族と共に多数勢力を振っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
晴
代
も
ま
た
同
様
な
状
態
で
あ
っ
た
。
階末に内乱が起ると、南朝梁王室の子孫である蒲銑は揚子江中流域に一時ではあるが勢を振い、皇帝と称したが、武徳
四年（六二一）十月、唐の名将李靖に討たれ執えられた。これよりさき、劉泊なる者は萠銑の命を受けて嶺南の地を経略
（１）
したが、諭銑が敗れたので、彼はその獲得した嶺南の五十余城をもって唐に降った。李靖は嶺南に進撃し、諸州を招撫し
たので、武徳四年十一月には、赫銑に従っていた桂州総管の李襲志も所部を率いて降服した。李靖はかくて嶺南の九十六
（２）
州を下し、一円六十萬を得た。旧唐書悩六、李靖伝には、
晴
代
嶺
南
の
酋
領
齋
氏
に
つ
い
て
（
河
原
）
晴
代
嶺
南
の
酋
領
齋
氏
に
っ
(_）
い
て
河
原
正
博
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李光度については唐書悩却李襲志伝に、
李襲志……仕附始安郡丞。大業末。盗賊起。襲志傾私産募士。得一一一千人。乗城拒盗。萠銑、林士弘屡攻之不下。…
遂
固
守
几
二
年
。
力
窮
援
絶
。
為
銑
所
陥
。
偽
署
工
部
尚
書
桂
州
総
管
。
武
徳
初
。
商
祖
賜
書
。
命
其
子
玄
嗣
召
之
。
襲
志
約
嶺
南
酋
永
平
郡
守
李
光
度
潜
図
帰
国
。
…
…
及
銑
平
。
嶺
南
六
十
余州皆送款。襲志誘而致云。
とある文中で、嶺南酋永平郡守李光度としてその名が見え、旧唐書悩旭の同伝にもほぼ同様なことが伝えられている。こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
武
徳
四
年
十
一
月
に
所
部
を
率
い
て
唐
に
降
服
し
た
李
襲
志
は
こ
の
時
、
永
平
郡
守
で
嶺
南
首
領
の
李
光
度
に
も
唐
へ
の
帰
順を約束せしめたと云うのである。また資治通鑑噛汁、唐紀「高祖武徳元年四月の条も参照して考えてふるに、この李
襲志は初め階に仕え始安郡丞となり、陪末の内乱の際には自ら兵を養い、瀬銑や同じく群雄の一人である林士弘の攻撃を
う
け
た
が
、
郡
城
を
守
り
続
け
た
。
し
か
し
揚
帝
が
殺
さ
れ
る
と
遂
に
力
尽
き
、
武
徳
元
年
四
月
、
繭
銑
に
降
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
同
四
年十一月になると唐に帰服したと云うわけである。
以上の如く、大酋領の李光度は晴の永平郡守で嶺南の蛮酋であるが、この永平郡につき考えてみるに、階害堵一一一、地理
マ
マ
乃度嶺至桂州。遣人分道招撫。其大首領鵺溢、季光度、壱帛真長等皆遣子弟来謁。靖承制授其官爵。几所懐輯九十一ハ
州
戸
六
十
余
萬
。
優
招
労
勉
。
授
嶺
南
道
撫
慰
大
使
検
校
桂
州
総
管
。
（へｊ）
と述べていて、嶺南の大首領縞溢、李光度、齋長真等が李靖の招撫に応じてその子弟を遣して帰服したので、彼等に官爵
が
授
け
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
さ
て
以
上
の
如
く
、
李
靖
の
嶺
南
経
略
に
よ
っ
て
帰
順
し
た
大
酋
領
の
中
の
一
人
で
あ
る
雷
長
真
が
こ
の
表
題
に
掲
げ
た
齋
氏
で
あ
る
が
、
こ
の
齋
氏
の
本
題
に
入
る
前
に
、
同
じ
く
列
挙
さ
れ
て
い
る
大
首
領
の
李
光
度
の
李
氏
に
つ
き
ま
ず
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
大
（▲４）
酋
領
嬬
猛
の
鴨
氏
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
再
び
述
べ
な
い
が
、
論
述
の
途
中
で
触
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
法政史学第一一一十三号
(二）
一一
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稠諭降其党莫崇等。承制署首領為州県官。
とあって、彼が蛮酋の一党の者を諭し降し、それらの酋領を州や県の官に署したことを伝えている。これらの例から見
て
、
李
光
仕
の
乱
が
平
定
さ
れ
る
と
、
一
時
執
え
ら
れ
た
弟
の
季
光
度
も
同
じ
様
な
処
遇
を
う
け
州
県
の
宮
に
つ
い
た
の
で
、
既
に
見
た
如
く
永
平
郡
守
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
来
る
の
で
あ
ろ
う
。
なお、季光仕の弟の光略については晴書臘八、諜国夫人伝の左の記事、
晴
代
嶺
南
の
酋
領
齋
氏
に
つ
い
て
（
河
原
）
一一一
桂
州
人
李
光
仕
挙
兵
作
乱
。
令
法
尚
与
上
柱
国
王
世
積
討
之
。
法
尚
馳
往
桂
州
。
発
嶺
南
兵
。
世
積
出
岳
州
。
徴
嶺
北
軍
。
倶
会
干
尹
州。光仕来逆戦。撃走之。世積所部多遇療。不能進。順子衡州。法尚独討之。光仕帥勁兵保白石洞。法尚捕得其弟光
略、光度。大獲家口。其党有来降附。鯏以妻子還之。届旬日・降者数千人。法尚遣兵列陣。以当光仕。親率奇兵。蔽
林
設
伏
。
両
陣
始
交
。
法
尚
馳
撃
其
柵
。
柵
中
人
皆
走
散
。光仕大潰。迫斬之。
と
あ
っ
て
、
桂
州
の
人
李
光
仕
が
反
乱
を
起
こ
し
た
の
で
、
周
法
尚
が
そ
の
反
乱
軍
を
破
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
、
李
光
仕
の弟である光略と光度が執えられたとある点は注目すべきである。なお、これとほぼ同じことが資治通鑑倦卜、晴紀二、
（５）
女帝開皇十七年（五九七）二月の条にも述べられている。それには桂州偲帥李光仕とあって、季光仕が桂州の蛮酋である
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
乱
鎮
圧
の
た
め
に
晴
は
嶺
南
、
嶺
北
の
兵
を
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ゑ
て
、
こ
の
乱
は
相
当
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
嶺
南
と
嶺
北
の
軍
が
尹
州
す
な
わ
ち
鯵
林
郡
の
轡
林
県
（
広
西
省
の
興
業
県
）
で
合
流
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
たこと、また李光仕が勁兵をひきいて拠った白石洞は通鑑同条の胡三省の註によれば尋州（桂平県）の南に在った胴であ
る
と
云
う
こ
と
等
か
ら
考
え
合
せ
て
、
桂
林
の
蛮
酋
李
光
仕
の
勢
力
範
囲
は
晴
の
郡
で
云
え
ば
始
安
郡
か
ら
鯵
林
郡
の
東
部
に
及
ん
で
い
た
と思われる。また、資治通鑑脳卜、晴紀二、文帝開皇十七年二月の条に、何稠が李光仕討伐に遣わされたことを述べた後
志下の同郡の条によると、大体、現在の広西省壮族自治区の桂平県以東、蒼梧県以西の鯵江流域及び容県までの地域にあ
た
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ
た
郡
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
大
酋
領
李
光
度
は
そ
の
勢
力
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一」、
、
〃
１ 一方、階書増ハ、周法尚伝に、
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一体、この誰国夫人と一云うのは初めに掲げた旧唐書蝋六、李靖伝の文に出て来る大酋領鴨溢の祖母で、南朝の梁、陳か
ら晴の仁寿年間まで嬬氏の諸酋領一族を統率し、大体、広東省の陽春県、茂名県、化県等を含めた沿海地帯と海南島の
地、すなわち晴の郡で云うと高凉郡、朱崖郡の地に大きな勢力を占めていた大酋領であった。右の文はこの誰国夫人が晴
朝から嶺南慰撫に派遣された袈矩を護衛して諸州を巡撫し、各地の首領等を帰服させ、大きな功績があったことを物語っ
ているのであるが、その帰順した諸首領の一人として藤州首領李光略の名があらわれるのである。以上のことは開皇十年
（五九○）の頃のことであるから、この頃にはすでに李光略はこの永安郡の地である藤州に勢力を有していたわけであ
る。しかも、この後も同じくその支配を続けていたと思われるのは晴書噛六、斐矩伝に、
矩所綏集二十余州。又承制署其渠帥為刺史県令。
とあって、袈航に慰撫された渠帥は刺史、県令に任ぜられ、以前の勢力を保持しているからである。
以上により、桂州の蛮偲李光仕、永平郡守の大首領李光度、藤州の首領李光略の三人は兄弟で、始安郡、永平郡と鯵林
郡の東部との地域に、蛮浬李氏一族が勢力を伸ばしていたことが判る。
て次の如き記事が見える。
光
略
、
羅
州
瀧
靖
等
皆
来
一
の
中
に
そ
の
名
が
見
え
て
い
る
。
唐の将軍李靖に降った嶺南の大酋領齋長真の齋氏については唐書壁一、南蛮下、南平源伝の齋氏の条に、その渠帥とし
法
政
史
学
第
一
一
一
十
三
号
有齋氏。世為南平渠帥。陳末。以其帥猛力為寧越太守。陳亡。自以為与陳叔宝同日而生。当代為天子・乃不入朝。
晴兵阻療。不能進。猛力死。子長真襲刺史。及討林邑。長真出兵攻其後。又率部落数千従征遼東。陽帝召為鴻臆卿。
夫人親被甲。乗介馬。張錦傘。領穀騎。衛詔使装矩迎撫諸州。其蒼梧首領陳坦、岡州嬬岑翁、梁化都馬頭、藤州李
略
、
羅
州
瀧
靖
等
皆
来
参
謁
。
還
令
統
其
部
落
。
嶺
表
遂
定
。
(三）
四
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さて、陳末に寧越太守となった齋猛力は晴が陳を亡ぼして天下を統一した後も、陳の後主にかわってまさに天子たるべ
しと豪言して、晴に入朝することがなかった。晴書墹五、令孤煕伝には、
上以嶺南夷越数為反乱。徴拝桂州総管十七州諸軍事。許以便宜従事。刺史以下官得承制補授。……煕至部。大弘恩
信。其溪洞渠帥史相調日。前時総管皆以兵威相脅。今者乃以手教相論。我輩其可違乎。於是相率帰附。……時有齋猛
力者。与陳後主同日生。自言貌有貴相。在陳日。已拠南海。平陳後。高祖因而撫之。即拝安州刺史。然驍偲。侍其阻
険。未嘗参謁。煕手書論之。申以交友之分。其母有灰。煕復遺以薬物。脇力感之。詣府請謁。不敢為非。煕以州県多
有同名者。於是奏改安州為欽州。黄州為峯州。利州為智州。徳州為朧州。東寧為融州。上皆従之。在職数年。上表
日
。
臣
恭
寄
嶺
表
。
四
載
干
並
。
犬
馬
之
年
。
六
十
有
一
。
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
令
孤
煕
が
晴
の
文
帝
の
命
を
受
け
て
桂
州
総
管
十
七
州
諸
軍
事
と
な
っ
て
、
嶺
南
の
経
営
に
あ
た
っ
た
際
に
、
齋
猛
力
を
慰撫したことを伝えているが、この記事の最後に「在職数年。上表日。臣恭寄嶺表。四載干弦。犬馬之年。六十有ごと
（６）
あるによって考陰えて承ると、令孤煕は開皇十七年に桂州総管として嶺表に赴任したこととなる。
右
に
掲
げ
た
令
狐
煕
伝
の
初
め
に
、
嶺
南
の
夷
越
が
し
ば
し
ば
反
乱
を
起
し
た
の
で
、
令
孤
煕
を
桂
州
総
管
と
な
し
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
既
に
見
た
如
く
、
桂
州
酋
領
李
光
仕
の
反
乱
が
平
定
さ
れ
た
の
が
開
皇
十
七
年
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
今
狐
煕
は
こ
の
乱
後
に
お
け
る
嶺
南
蛮
酋
の
鎮
撫
の
た
め
、
こ
の
年
に
桂
州
総
管
と
し
て
嶺
南
に
遣
わ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一方、資治通鑑悩卜、晴紀二、文帝開皇十七年の条には、前掲の階書令狐煕伝とほぼ同じ伝えが出ているから、この二
月
の
条
は
後
に
起
き
た
こ
と
も
こ
こ
で
一
ま
と
め
に
し
て
、
一
連
の
事
項
と
し
て
記
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
考
え
て
承
る
こ
れ
に
よ
っ
て
、
欝
長
真
が
（
考察を進めて行くこととす。
さ
て
、
凍
末
に
寧
越
太
守
と
』
晴
代
嶺
南
の
酋
領
齋
氏
に
つ
い
て
（
河
原
）
明
為
南
越
州
刺
史
…
…
。
授安撫大使。遣還。又以其族人齋宣為合浦大守。晴乱。皆以地附競銑。長真部越兵攻丘和於交阯者也。武徳初。以寧
越
鯵
林
之
地
降
。
自
是
交
愛
数
州
始
通
。
高
祖
授
長
真
欽
州
都
督
。
雷
宣
亦
遺
使
請
降
。
未
報
而
卒
。
以
其
子
純
為
廉
州
刺
史
。
族
人
道
欝
長
真
が
酋
領
齋
猛
力
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
が
、
以
下
、
便
宜
上
、
こ
の
南
平
源
伝
の
齋
氏
の
条
を
も
と
と
し
て
五
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に、開皇十七年から四年間、桂州総管の令孤煕は嶺南溪洞の諸渠帥鎮撫に力を尺した。特に陳朝の時にすでに寧越太守で
あった宵猛力は晴朝になって、安州刺史に任ぜられたが、驍偲でその地が険阻であるのをたのんで参謁しなかったので、
今孤煕がこれを慰撫することに成功したと云うのである。一体、寧越郡は欽州を中心として霊山県、防城県に及ぶ地域の
郡であった。なお、安州は令孤煕の上表によって欽州と改められた所である。すなわち雷猛力は陳末にはすでに欽州の地
を中心とした寧越郡の太守として大きな勢力を有し、晴朝になっても入朝を拒否した欽州地方の強大な蛮酋であったので
ある。晴書噛六、何稠伝には、桂州偲人の李光仕が乱を起したので、何稠は詔を受け、これを討って余賊を平げ、帰順し
た
首
領
を
州
県
の
官
に
署
し
た
と
述
べ
、
つ
い
で
有欽州刺史雷猛力。帥衆迎軍。初猛力掘強山洞。欲図為逆。至是僅權請身入朝。稠以其疾篤。因示無猜弐。遂放還
州
。
与
之
約
日
。
八
九
月
間
。
可
詣
京
師
。
…
…
其
年
十
月
。
猛
力
卒
。
初
猛
力
臨
終
。
誠
其
子
長
真
日
。
我
与
大
使
為
約
。
不
可
失
信
於
国
士
。
汝
葬
我
詑
。
即
宜
上
路
。
長
真
如
言
入
朝
。
と記している。ほぼ同様なことが資治通鑑噛い、晴紀二、文帝開皇十七年十月の条にも見える。これらによると、今まで
入
朝
し
な
か
っ
た
欽
州
の
首
領
雷
猛
力
も
桂
州
蛮
酋
李
光
仕
の
乱
が
平
定
さ
れ
る
と
晴
軍
に
降
り
、
自
身
で
入
朝
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
が
、
病
気
の
た
め
十
月
に
死
ん
だ
の
で
、
そ
の
子
の
齋
長
真
が
欽
州
刺
史
を
つ
ぎ
、
入
朝
す
る
に
至
っ
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
さて、階に入朝した後の宵長真についてであるが、前掲の唐書、南平源伝の南氏の条によると、彼は晴の林邑出兵の
際、劉方の下に従軍し、また晴の遼東出兵の時は部兵数千を率いて晴の軍を助けたと云う。揚帝は彼を鴻臘卿となし、安
撫大使を授けたとあるが、遼東への従軍のことについてはよく判らない。ここでは林邑出兵の場合のことについて考えて
承るに、賢治通鑑噛い、晴紀四、陽帝大業元年（六○五）正月丙辰の条に、
一同祖之末。群臣有言林邑多奇宝者。時天下無事。劉方新平交州。乃授方駿州道行軍総管。経略林邑。方遣欽州刺史
宵長真等。以歩騎萬余出越裳。方親帥大将軍張憩等以舟師出比景。是月。軍至海口。
宵長真等。以歩騎萬余汕
と
あ
り
、
同
じ
く
四
月
の
条
に
、
梵志棄城走入海。方入》
法
政
史
学
第
一
一
一
十
三
号方入城。
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ここで再び、南平藤伝の南氏の条の文にかえると、（７）
叉以其族人宵宣為〈ロ浦太守。晴乱。皆以地附箭銑。
とあって、階末の群雄割拠の際には、族人で晴の合浦太守であった齋宣及び欽州刺史の南長真等が寧越郡、合浦郡の地を
もって請銑に附していたことを伝えている。旧唐書塒手丘和伝に、
会場帝為化及所試。鴻艫卿宵長真以鯵林始安之地附於競銑。
とあり、資治通鑑噛汁、唐紀一、高祖、武徳元年四月の条には、
蒲銑即皇帝位。置百官。準梁室故事。……又使魯王張論恂嶺南。階将張鎮周王仁寿等拒之。既而聞揚帝遇試。皆降
於銑。欽州刺史齋長真亦以鯵林始安之地附於銑。
と
あ
っ
て
、
階
の
揚
帝
が
殺
さ
れ
る
と
鴻
艫
卿
欽
州
刺
史
の
南
長
真
が
鯵
林
、
始
安
両
郁
の
地
を
も
っ
て
論
銑
に
附
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る。しかし一方、唐書悩九、丘和伝には、
陽帝崩。……於是鴻臘卿南長真挙鯵林附請銑。
とあって、ここでは鯵林郡の承をあげて、始安郡の名は見えず、前掲の旧唐書及び賢治通鑑の伝えとこの点異っている
が、既に見た如く、始安郡の地には李襲志が晴の始安郡丞として、ついで鯆銑に降って桂州総管として勢力を有していた
地であったことから考えて、宵長真の勢力が始安郡まで及んでいたとは思えないので、唐書の方の伝えを採るべきであろ
う
。
つ
ま
り
、
階
の
鴻
艫
卿
欽
州
刺
史
奮
長
真
は
そ
の
寧
越
郡
の
地
と
共
に
そ
の
北
隣
の
鯵
林
郡
の
地
を
も
っ
て
競
銑
に
附
す
こ
と
と
な
っ
た
と伝えている。なお、晴書調五、劉方伝及び同書錨八、南蛮伝林邑の条によるも同様なことを伝えているが、以上によっ
て劉方の林邑経略の際に、欽州刺史の蛮酋宵長真が歩騎を率いてそれに従軍し、特に宵長真は林邑の後方を攻めたと伝え
とあって、大業元年四月、晴の将軍劉方が林邑の都を陥れ、林邑王梵志がその都を棄てて海に逃走したことを伝えてい
る。晴書轄、揚帝本紀、同年四月癸亥の条には、それを、
ている。晴代
嶺
南
の
酋
領
齋
氏
に
つ
い
て
（
河
原
）
晴書零場帝本紀、同年
大
将
軍
劉
方
撃
林
邑
破
之
。
七
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八
わけである。このことを資治通鑑哨丑、唐紀一には武徳元年四月の条にかけているが、その時期はおそらく李襲志が蒲銑
に
降
服
し
た
時
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以上の如く、階の鴻艫卿で欽州刺史の蛮酋宵長真は請銑の勢力下にはいったのであるが、唐書帷九、丘和伝には、
陽帝崩。而和未知。於是鴻艫卿宵長真挙鯵林附萠銑。漏孟挙珠崖附林士弘。各遣使招和。不従。林邑西諸国。数遺
和明珠文犀金宝。故和富埒王者。銑間利之。命長真以南磐蛮僅攻交阯。和遺長史高士廉率兵撃走之。郡為樹石勒其功。
会階驍果自江都来。乃審階亡。
と
あ
っ
て
、
宵
長
真
が
湾
銑
の
命
を
う
け
て
、
交
阯
に
出
兵
し
ていることを伝えている。
大
業
の
末
に
交
阯
太
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
丘
和
は
揚
帝
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
大
酋
領
の
南
長
真
を
そ
の
支
配
下
に
お
いた競銑及び大酋領漏溢に勢力を及ぼした同じく陪末群雄の一人である林士弘はそれぞれ交阯太守の丘和に便をやって招
撫
し
た
が
、
丘
和
は
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
。
林
邑
以
西
の
南
海
諸
国
か
ら
明
珠
、
文
犀
、
金
宝
の
珍
貨
を
お
く
ら
れ
た
丘
和
の
富
は
王
者
に
ひ
と
し
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
獲
得
し
よ
う
と
欲
し
た
の
で
あ
る
が
、
競
銑
は
今
や
そ
の
支
配
下
に
入
っ
た
欽
州
刺
史
の
蛮
酋
宵
長
真
に
そ
の
蛮埋を率いさせて交阯攻略を行わせたわけである。旧唐書臓五、同伝にもほぼ同じことを伝えているがその中で、
遣長真率百越之衆。渡海侵和。
と述べ、また賢治通鑑噛汁、唐紀一、高祖武徳元年四月の条には、
銑遣宵長真帥嶺南之兵。目海道攻和。
とあって、欝長真が海道によって交阯の丘和を攻めたことを知る。
さ
て
、
宵
長
真
に
よ
る
交
阯
太
守
丘
和
へ
の
出
兵
の
時
期
で
あ
る
が
、
一
体
、
宵
長
真
が
爺
銑
に
降
っ
た
の
は
少
く
と
も
武
徳
元
年
四
月
以
前
で
は
な
い
し
、
ま
た
丘
和
は
は
じ
め
楊
帝
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
云
う
し
、
更
に
ま
た
丘
和
は
宵
長
真
を
撃
退
し
た
後
に
はじて階の滅亡を知って結局は競銑に降ることとなるのであるから、宵長真の交阯への出兵は勿論、武徳元年（六一八）
四月以降であるが、おそらくこの年の前半であったろう。資治通鑑噛汁、唐紀一、武徳元年四月の条にはこれらのことが
すべて一まとめにして記述されている。
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来
た
で
あ
ろ
う
。
宝
来たのであろう。
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
劉
力
の
軍
が
澳
州
の
地
を
通
過
し
て
交
趾
に
達
し
た
こ
と
を
知
る
。
こ
の
溌
州
は
広
西
省
の
上
思
県
に
あ
た
る
の
で
あ
る
か
ら
、
劉
方
の
軍
は
興
業
県
、
更
に
上
思
県
の
地
を
経
て
交
趾
に
赴
い
た
の
で
あ
っ
て
、
海
路
で
は
な
く
陸
路
を
と
っ
た
こ
と
は
誤
り
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
劉
方
の
交
趾
出
兵
の
時
は
陸
路
で
あ
っ
た
の
に
、
南
長
真
が
論
銑
の
命
を
う
け
、
蛮
埋
を
率
い
て
交
州
の
丘
和
攻
略
に
出
兵
し
た
時
に
は
海
路
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
や
は
り
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
南長真が大酋領として勢力を有していたのが寧越郡であり、更にその一族の南宣の支配した郡が合浦郡であり、その各
中
心
の
欽
州
及
び
廉
州
が
南
は
大
海
に
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
沿
海
地
帯
に
勢
力
を
有
し
て
い
た
南
氏
一
族
が
海
洋
と
無
縁
で
あ
ったとはとうてい考えられない。遠く海洋に出ての活躍は無理であったろうが、少くとも沿岸地域での活動はある程度出
来
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
交
趾
太
守
丘
和
へ
の
出
兵
の
際
に
は
南
長
真
は
蛮
浬
の
兵
を
率
い
て
海
路
に
よ
っ
て
交
趾
へ
と
赴
く
こ
と
が
出
さ
き
に
、
将
軍
劉
方
の
林
邑
攻
略
の
際
に
宵
長
真
が
そ
れ
に
従
軍
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
劉
方
は
こ
れ
よ
り
さ
き
仁
寿
中
、
交
州
偲
人
李
仏
子
の
乱
を
平
定
す
る
た
め
、
交
州
道
行
軍
総
管
と
し
て
中
央
か
ら
交
阯
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
経
路
を
考
え
て
ふ
る
に、階書誰五、劉力伝に、彼の法令は厳粛で犯す者はこれを斬ったが、しかし仁愛で疾病者があれば親しく撫養したと述
長
史
敬
徳
亮
従
軍
至
尹
州
。
疾
甚
。
不
能
進
。
留
之
州
館
。
分
別
之
際
。
方
哀
其
危
篤
。
流
涕
鳴
咽
。
感
動
行
路
。
とあるによって、その軍が尹州すなわち鯵林郡の地で今の興業県を通過していることが判る。さらにまた、唐書堵四、地
理志四、容州十州在桂管西南の条に、
溌州下、貞観十二年。清平公李弘節遣欽州首領寧師京。尋劉方故道。行達交趾。開拓夷瀝。置溌州。
とあり、また資治通鑑脳に、唐紀此、中宗神龍二年（七○六）七月の条に見える澳州の註に、
階将劉方始開此路。貞観十二年。尋劉方故道。行達交趾。開拓夷藤。置壊州。州在鯵林西南交趾之東北。有濃水。
に、ベ、次にまた前掲の唐書、南平源伝の南氏の条にかえり、
晴
代
嶺
南
の
酋
領
齋
氏
に
つ
い
て
（
河
原
）
以為州名。
つ
い
で
九
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武徳初、以寧越鯵林之地降。自是交愛数州始通。
の文につき考えてふるに、資治通鑑蜷俳、唐紀六、高祖、武徳五年（六一三）四月己未の条に、
晴
鴻
臆
卿
宵
長
真
以
寧
越
鯵
林
之
地
降
於
李
靖
。
交
愛
之
道
始
通
。
以
長
真
為
欽
州
総
管
。
と
あ
っ
て
、
晴
の
鴻
艫
卿
宵
長
真
が
寧
越
、
鯵
林
両
郡
の
地
を
も
っ
て
李
靖
の
下
に
降
っ
て
来
た
の
で
、
唐
で
は
彼
を
欽
州
総
管
と
し
た
こ
と
を伝えている。初めに見た如く、大酋領の南長真は既に武徳四年十一月に李靖の下にその子弟をやって帰附しているので
あるから、資治通鑑の、この武徳五年四月己未の日付は雷長真を欽州総管とした月日を伝えたものであろう。それはとに
か
く
、
こ
の
記
事
に
齋
長
真
が
繼
林
、
寧
越
両
郡
を
も
っ
て
李
靖
に
降
っ
た
の
で
、
交
州
、
愛
州
へ
の
道
が
始
め
て
通
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
劉
方
の
交
州
出
兵
の
経
路
で
も
判
る
よ
う
に
、
中
国
と
交
州
の
連
絡
の
主
要
な
ル
ー
ト
は
鯵
林
、
寧
越
郡
を
通
過
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
晴
末
唐
初
に
は
、
そ
れ
ら
両
郡
の
地
を
お
さ
え
た
大
酋
領
雷
長
真
の
た
め
、
そ
の
ル
ー
ト
が
閉
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
資
治
通
鑑
の
、
こ
の
四
月
己
未
の
条
の
す
ぐ
前
に
あ
る
三
月
甲
辰
の
条
に
、
以
晴
交
趾
太
守
丘
和
為
交
州
総
管
。
和
遣
司
馬
高
士
廉
奉
表
請
入
朝
。
詔
許
之
。
と
あ
っ
て
、
宵
長
真
を
欽
州
総
管
に
任
じ
た
の
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
晴
の
交
趾
太
守
丘
和
を
交
州
総
管
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
が
、
交
愛
の
数
州
、
始
め
て
通
ず
と
云
う
の
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
交
趾
太
守
の
丘
和
は
雷
長
真
の
攻
撃
を
撃
退
し
た
が
、
そ
の後、瀬銑に属していた。それが今や雷長真と同じく唐に降ったわけである。
な
お
、
唐
書
、
南
平
瞭
伝
の
齋
氏
の
条
に
は
、
さ
ら
に
二
族
の
齋
宣
ｌ
合
淵
太
守
ｌ
が
唐
に
降
ら
ん
こ
と
を
請
う
た
が
死
亡
し
た
た
め
、
そ
の
子
の
純
が
廉
州
刺
史
と
な
っ
た
こ
と
や
一
族
の
齋
道
明
の
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
唐
代
に
な
っ
て
も
齋
氏
一
族
が
欽
州
、
廉
州
の
地
で
勢
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
で
は
晴
代
の
齋
氏
を
主
と
し
た
の
で
、
そ
の
点
に
は
及
ば
な
い
。
唐書苫一下、南平藤伝の齋氏の条によって、嶺南の大酋領湾氏一族の、晴代における動向とその根拠地の範囲を考察し
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まず愉州は旧唐書脳一一一及び唐書對四の地理志の山南西道と剣南道に見え、現在の地で云うと四川省の重慶の地にあた
る。同じく培州の地は四川省の浩陵県の地にあたる。南州は旧唐書脳四、地理志の江南西道、唐書毯四、同志の江南道に
（８）
見鱈え、現在の四川省の南州県の地に置かれた州と思われる。
なお、旧唐書脳三、地理志の楡州の条によると、属県の南平を説明して、
南平。貞観四年。分巴県置。於県南界置南平州。
とあって、貞観四年に楡州巴県（重慶）の南界に南平州が分置されたことを伝えている。通典脳什及び唐会要悩九、冊府
元亀脳切外臣部や唐書等の南平藤（蛮）伝には共に貞観三年に南平源（蛮）が内附したので、その地をもって楡州仁隷
せしめたとあるから、旧唐書蜷一一一、地理志、楡州の条に見える貞観四年の南平州の分置はこの蛮源の内附によったもので
あることは誤りあるまい。なお、宋代この地に、楡州蛮が居るが、これは唐の南平藤なりと宋史雌烟、蛮夷四、楡州蛮伝
わけてある。
とあって、齋氏が世々この南平糠の渠帥であったと述べている。
通典噛佇、辺防三、南平蛮、唐会要脳九、南平蛮、太平簑宇記磁性、南平蛮、冊府元亀微肋、外臣部、南平源等のそれ
ぞれの記事の初頭に同じく南平蛮（源）の居住地の範囲が述べられているが、それら住別掲の唐書のそれとくらべて脱字
が多く、簡略である。ただ旧唐書脳佇、西南蛮、南平瞭伝（中華書局出版、一九七五年五月第一版）には、
南平猿者。東与智州。南与楡州。西与南州。北与浩州接。
と
あ
っ
て
、
唐
書
の
と
共
に
参
考
に
な
る
。
これによると南平猿は東は智州、南は楡州、西は南州、北は浩州に、それぞれ接する地域内に居住していたこととなる
と云う記事があって、南平》
有宵氏。世為南平渠帥。
と
あ
っ
て
、
婿
氏
が
世
々
こ
の
一
て来たが、この南平瞭伝の冒頭に、
南平源。東距智州。南属楡州。西接南州。北培州。
と
云
う
記
事
が
あ
っ
て
、
南
平
籏
の
居
住
地
の
範
囲
を
説
明
し
て
い
る
。
更
に
こ
の
伝
の
齋
氏
の
条
の
初
め
に
、
既
に
見
た
如
く
、
晴
代
嶺
南
の
酋
領
齋
氏
に
つ
い
て
（
河
原
）
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両唐書の南平藤伝の冒頭の記事によって考えてゑるに、南平瞭は四川省の浩陵県、重慶、南川県に接し、東南ははるか
に貴州省の正安県の地帯と接していたのであろう。従って両唐書に大体の方向を示している東、西、南、北の中、南と西
とは訂正すべきであろう。すなわち「南属楡州」及び「南与楡州」の「南」は西に、また「西接南州」及び「西与南州」
の「西」は南に、それぞれ改むくきてあろう。
さて、唐書塾一、南平瞭伝の齋氏の条には既に見た如く、「有齋氏。世為南平渠帥」とあるから、この唐書の南平伝に
よる限りでは齋氏は当然のことであるが、四川省の前記の地域内に居住していたこととなる。しかし、それでは既に考察
した齋氏一族の勢力範囲、すなわち欽州、廉州を中心としたかの寧越郡、合浦郡、更に鯵林郡の地域とあまりにもかけ離
れていることとなってしまう。ここで断っておくが、旧唐書描佇、西南蛮、南平猿伝、通典噛佇、辺防三南平蛮、唐会要
塒九、南平蛮伝、冊府元亀捲助外臣部、南平瞭伝等の各伝にはまったく齋氏に関する記事は出てこないことである。た
だ文献通考譜に、四畜五、南平蛮伝だけにはその文に少しく文字の出入はあるが、唐書と同じく齋氏のことが記せられて
１
１
１
三
コ
ー
プ
と述べ、ここに智州の名が見える。この夷州の義泉県は読史方輿紀要悩七、四川五、真安州綏陽県の条によると、貴州省
の綏陽県の西南百里にありと述べているし、また真安州について、「北は重慶府南川県に至る百五十里」と述べているが、
真安州は貴州省の正安県であるから、この地は四川省の南川県の地と接していたこととなる。すなわち、この地域に智州
が置かれているのであるから、両唐書に、南平源が東方で智州をへだて、あるいは智州と接しているといっているのは決
以上によっても南平藤は重慶と接し、また浩陵県、南川県と接していたと考えられ、南平猿の大体の範囲は判った。し
かし、この蛮が唐書では「東距智州」、旧唐書では「東接智州」とあって、その表現は少しく異っているが、東に智州が
あることを伝えている。唐書荊四地理志の、夷州義泉郡の条に、属県義泉の註があって、
武徳二年。以信安、義泉、綏陽三県置義州。井置都牢、洋川二県。五年日智州。貞観四年省都牢。……十一年日牢
Ｉ
。
菖
こ
う
毒
５
１
５
し
て
不
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
に述べている。
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とあって、嶺南道の容州管下の一州を述べているのに、もと「巴蜀微外蛮夷地。漢胖桐郡地」と奇妙な説明がなされてい
る。しかし、東は容州に一百二十五里、南は白州（南州）に一百里、西は鯵林州に一百十里、北は党州に一百里とあるに
よって、この牢州は明らかに現在の鯵林県にあたることとなる。ここで想い起すことは南平源の居住地を考察した時、智
州に関して唐書粥四、地理志の夷州義泉県の註を引用したが、それに、
ここで旧唐書惣四、地理志四、嶺南道のところに目を転じてふると、容管十州の中の一州、白州を掲げて、
白州。下。暗合浦郡之合浦県地。武徳四年。置南州。領博白朗明周羅龍豪淳良建寧六県。。…：六年。改為白州。……
束至弁州一一百皿・南至羅州二百一一十里。西至州界朗平山八十里。北至牢州一百里。……
（９）
と
あ
っ
て
、
唐
の
武
徳
四
年
、
晴
の
〈
口
浦
郡
合
浦
県
の
地
に
南
州
（
後
に
白
州
と
改
む
）
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
及
び
そ
の
東
、
西
、
南
、
北
の
囚
至
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
武
徳
四
年
十
一
月
に
、
大
酋
領
の
宵
長
真
が
将
軍
李
靖
の
下
に
そ
の
子
弟
を
つ
か
わ
し
て
唐
に
帰
服
し
た
こ
と
同
じく一族で晴の介補太守の齋宣が唐に降ったことは前に見た如くであるから、この武徳四年の南州設置は齋氏の降服に対
す
る
処
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
州
の
東
、
西
、
南
、
北
の
四
至
に
よ
っ
て
も
判
る
如
く
、
こ
の
南
州
の
地
は
現
代
の
博
白
県
に
あ
た
る
が
、
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
と
同
名
の
南
州
が
、
唐
書
の
南
平
猿
伝
の
冒
頭
の
記
事
中
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
この四川省の方の南州については、旧唐脳四、地理志三、江南西道、譜州下都督府の条に、
南州。下。武徳二年置。領隆陽扶化隆巫丹溪霊水南川六県。一一一年。改為焚州。四年。復為南州。
（Ⅲ）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
四
川
省
の
地
と
広
西
省
の
地
に
同
時
に
同
名
の
南
州
が
存
在
し
た
こ
と
は
誤
り
あ
る
ま
い
。
また旧唐書毯四、地剛志四、嶺南道に、さきに見た白州と同じく容管十州の一として牢州を掲げて、
牢州。下。本巳濁徽外蛮夷地。漢胖棡郡地。武徳二年。置義州。五年。改為智州。貞観十二年。改為牢州。以牢石
為
名
。
天
宝
元
年
。
改
定
川
郡
。
乾
元
元
年
。
復
為
牢
州
也
。
…
…
東
至
容
州
一
百
二
十
五
里
。
南
至
白
州
一
百
里
。
西
至
鯵
林
州
一
百
いる。し“
であろう。
晴
代
嶺
南
の
酋
領
齋
氏
に
つ
い
て
（
河
原
）
一十里。北至党州一百里。
しかし、これはおそらく唐書の記事によったのであろうから、南平源伝に齋氏の條を掲げているのは唐書が初めて
一一一
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南
、
北
に
遠
く
は
な
れ
て
、
同
名
の
南
州
や
牢
州
が
並
び
立
ち
、
特
に
そ
の
内
、
貴
州
省
に
置
か
れ
た
牢
州
は
智
州
が
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あったので、混乱を生じたのであろう。旧唐書、通典、唐会要等の南平猿（蛮）伝の冒頭に掲げられている南平猿（蛮）
の居住地を説明した記事に、南州と智州の名が見え、しかしこの智州は牢州と改められたし、なお、旧唐書毯四、地理
志、嶺南道の牢州の条ではその説明が混乱していることなどがあったため、唐書の南平源伝の編者は嶺南の容州管轄下に
おかれた南州、牢州と四川省、置州省におかれた同名のそれとを混同し、容州管下の地域で蛮酋として大きな勢力を占め
ていた南氏を南平藤と思いちがいし、唐書の南平源伝に、南氏を南平の渠帥として、齋氏の条を加えたのであろう。
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
晴代、嶺南の地で大きな勢力を有して活躍した大酋領の中、特にその一である南氏の動向につき考察した。その際、唐
書、南平源伝に南氏の条があって一応まとめてあるので、それを参考にして考察を加えたが、この宵氏の条は南平源とは
直接には関係のないもので、それが誤って附載されたと考えられる。南氏の根拠地は晴の郡でいうと寧越郡、合浦郡を中
心として、鯵林郡に及んでいたのであって、現在の広西自治区の東南隅を含めて、廉州、欽州に及ぶ地帯であったわけで
武徳二年。……置義州。……五年。日智州。……〔貞観〕十一年。日牢州。
と
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
と
旧
唐
書
地
理
志
の
容
管
十
州
の
一
の
牢
州
の
説
明
の
文
と
は
形
も
内
容
も
全
く
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
．
つ
ま
り
、
貴
州
省
の
、
巴
蜀
微
外
の
蛮
夷
の
地
に
牢
州
ｌ
智
州
ｌ
が
置
か
れ
、
｜
方
ま
た
容
州
管
下
の
地
に
も同名の牢州が置かれたので、混乱し、嶺南の容州管轄下の州の説明としては奇妙な説明の文１－貴州省におかれた牢州
の説明の文ｌが混入したのであろう．なお、晴代ではあるが、同名の州が多かったので、同じ州名を改めたことは晴書
燗五、令狐煕伝で既に見た如くで、彼が桂州総管の時に、安州を欽州に、利州を智州に、黄州を峯州に、改めたのは一例
で
あ
る
。
考
え
て
攻
る
に
、
永
い
分
裂
の
時
代
を
経
過
し
て
、
は
じ
め
て
晴
、
唐
の
統
一
が
出
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
各
地
に
同
名
の
州
が
存
法政史学第一一一十三号
(五）
一
四
Hosei University Repository
あ
る
か
ら
、
南
平
猿
の
居
住
地
で
あ
る
四
川
省
重
慶
の
南
部
地
域
と
は
全
く
異
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鯵
林
郡
、
寧
越
郡
の
地
域
を
通
過
し
て
、
中
国
と
交
趾
と
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
が
あ
っ
た
こ
と
は
劉
方
の
交
趾
出
兵
に
つ
き
述
べ
た
と
き
に
見
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
両
郡
の
地
で
勢
力
を
有
し
た
大
酋
領
宵
長
真
が
晴
の
林
邑
経
略
の
時
に
従
軍
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
晴
末
群
雄
の
一
人
で
あ
る
萠
銑
に
交
州
攻
略
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
地
理
的
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
欽
州
、
廉
州
は
南
方
が
海
に
面
し
て
い
た
の
で
、
南
長
真
は
そ
の
蛮
埋
を
率
い
て
海
道
よ
り
交
州
攻
略
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
南
氏
の
勢
力
地
帯
と
接
し
、
そ
の（、）
東方の沿海地帯に大勢力を有した大酋領潟氏一族が南海貿易にも干与し、碕悶強を誇っていたことについては別に考察した
が、同じく沿海地帯で勢力を有していた大酋領の南氏も南海物産と全く無縁であったとはとうてい考えられぬ。萠銑の命
を
う
け
た
と
は
云
え
、
明
珠
、
文
犀
、
金
宝
の
漣
得
の
た
め
、
部
下
の
蛮
偲
の
兵
を
ひ
き
い
、
し
か
も
海
路
に
よ
っ
て
交
州
へ
と
赴
い
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
以
上
の
推
測
は
決
し
て
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
晴
書
食
貨
志
に
嶺
南
の
首
領
が
生
口
、
蒻
翠
、
明
珠
、
犀
角
を
多
数
所
有
し
て
、
辺
境
で
強
大
を
誇
っ
て
い
る
と
云
っ
て
い
る
の
は
大
酋
領
宵
氏
を
も
含
め
た
説
明
で
あ
ろ
う
。
言Ｚｗ５ｗＺｗＴ註
ﾐｰﾉ、.’、=ノﾐｰﾉ、.ノ
（７）文献通考奉陣四喬五、南平蛮伝には「皆以其地。附萠銑」とあって、「其の地」となっている。
（８）読史方輿紀要罐ハ、四川四、南川県の条による。
（６）「歴代人物年型碑伝綜表」（中華書局発行）によると、「令狐徳桑晴故武康郡開国公令狐使君碑銘」をあげ、大統六年（五四○）
晴
代
嶺
南
の
酋
領
宵
氏
に
つ
い
て
（
河
原
）
晴書譜高祖本紀、四
平
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
賢治通鑑嶬岻唐紀五高祖、武徳四年十月の条・唐書捲九及び旧唐書嶢七劉泊伝。
資治通鑑嶬爬唐紀五高祖、武徳四年十一月壬辰の条・
旧唐書噛ハ、李靖伝に見える宵真長は誤りで、南長真が正しい。
拙稿「階唐時代の撤南の酋領嬬氏と南海貿易」（山本達郎博士古稀記念「東南アジア・インドの社会と文化」上巻所収）。
晴書謹、高祖本紀、開皇十七年二月庚子の条に「上桂国王世積討桂州賊李光仕。平之」とあるから、この二月に季光仕の乱は
の生れとある。
一
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（９）唐書華四、地理志七の白州の条には「白州南昌郡。下。本南州。武徳四年。以合浦郡之合浦地置」とある。
（、）唐書巻四、地理志五の南州の条仁は「南州南川郡Ｐ下。武徳二年開南蛮置。一一一年更名饗州。．…・・」とある。
（ｕ）前掲の拙稿。
法政史学第一一一十三号
一ハ
Hosei University Repository
